
地雷屋の人生年表

誕生～学生時代
～2000
～21歳

生誕
1982～

北陸福井県が地元。知名度のなさは全国ベスト3に入る
福井県は大根おろしそばが名物(かけそばはない！大根おろしがソウルフード)
大好きだが、地元以外では食べる気しない
あと妙に回転寿司屋が多い
なぜか社長排出率全国一位という記録をもつ

小学校時代

漫画とかゲームとかが趣味。親が食事中にTVつけるのを、
子供(俺と妹)がたしなめるというのが割と定番の光景だった。
親の帰るのは遅く20時以降がざらだったが、一切気にしたことはなかった
(親のほうは気にしてた)

中学校時代
1994～

課題提出できないのが原因で、中2から1年ほど不登校に。
だが修学旅行は行きたかったので中3で復帰。
でも修学旅行目的とは思われたくなかったため、5ヶ月前から唐突に復帰(笑
しかしそこまでして参加した、旅行の思い出は完全に忘れた。人生そんなもの

成績は中1は全学年で7位とかだったが、中3では半分以下だった

高校生
1997～

中堅の公立学校に入る。日陰が好きな人種として、特に何もなく過ごす
高校3の時からしか、記憶がない

専門学校時代
2000～

地元をでて東京へ。
プログラム専門学校入学。「無意味に」厳しい先生がいて、
卒業間際に大いに自信喪失する。人生で一番自己評価の低い時期

この頃の友達とは、未だに日々チャットしてたり。2018年現在

自信喪失したまま。就活も成功するはずもなく
見事ニートへ。そもそも就職してはいけないと思ってる。この時21歳

社会人
＋ニート時代
2003～2009
21歳～27歳

最初のニート生活
2003～2005
(21～23歳)

自己嫌悪と自己否定と将来への絶望をセットに
親のスネをかじりながらニート。住居は東京のまま
ニートしながら勉強してた！……といえればいいが、
そんなことはなく、ネトゲとかで現実逃避してた

昼起きる→ああ、朝起きる気だったのにと後悔の起床→食事やネットサーフィンしてると夕方
→ああ、もう1日終わる。ハロワ行くつもりだったのに→明日こそ！と決意
→寝れないので、現実逃避がてらゲームとか。お金減るので、強制引きこもり
→眠くなるまで、深夜、早朝までゲームしたり→ああ、こんな時間だ、明日こそ……
→起きると昼すぎ。最初に戻る。明日こそ……→明日も昼過ぎに起きる

バイト1回目
クレーム電話処理
(23歳)2005春～

金がなくなり、気合を入れてバイト応募。タッチタイプには自信があったので
データ入力系の、電話受付バイトに応募。
周りは超立派な人で、正社員は超超立派な人だらけじゃないだろうかと
恐れおののきながら、働き始める。

今思うと笑える
マインドである

選んだ理由は「いくら稼げるかより、いくら学べるかで仕事を選べ」
といった金持ち父さんの言葉に従ったため

9ヶ月ぐらい結果的に働く。でもやっぱりクレーム嫌なのと、将来性のなさから『退職』
かなり真面目に働いてたので、成績は良かった(処理件数No1を90日連続で維持した)が
この頃から、周りが結構手抜いて仕事してたり、頑張るより頑張ってるPRのほうが大事なのが
気になり始める。　　……社会人はニートより、遥かに立派だと教わってきたのだが？

処理件数NO1の実績は
後々ずーっと役にたち
自信にもなった
ちなみにタイピング速度のおかげ

退職したが、一応やや輝いてた時期でもある。
周りが手を抜いてる場所で頑張ると、楽に実績を作れるということに気づく。
処理件数No1なんて、給料は全く上がらない。だから誰もやんなかった。

独自マニュアル作ってた
今考えても完璧な内容だったと思う
それを元に最速処理をしていた

2年目のニート生活
2006年はじめ～
(24歳)

すぐ就職開始！するつもりが、一週間何もせず、2週間何もせず。
明日やらなきゃ、と思ってるうちに、1ヶ月すぎ、3ヶ月すぎ、半年すぎ。
そして、もう空白ありすぎて就職できない……と自己嫌悪と絶望に陥る

総三年間ほど。人生でおそらく一番辛かった時期。誰にも会いたくないし、電話も怖くて出れない
外にも出れない(金ないし)。遊んでいるが、現実逃避の遊びで全く楽しくない
自分嫌い。超劣等感。完璧主義。被害妄想。永遠に寝ていたい。

現実逃避のかたわら、たまに自己啓発書やビジネス書を読み漁る
「死ぬ気で頑張れ」だけで全く役にたたない。クソ。
だけど1年半ぐらい過ぎた頃、ついに「読んだ後気楽になる本」に出会う
自分を嫌いになっても良いことないよ、と気づく。薄々、そうは思ってた。

本の名前は
「斎藤一人の
　千回の成功法則」

絶望と無気力と自己嫌悪を友達に生きてきたが、少しずつ前向きになろうと努力する
なお、結局多少前向きになったな、俺。と感じるまで、決意から9ヶ月ぐらいかかった

ニート続行＋就職活動時期
2008秋～
(26歳～)

意を決して、ハローワークに通う。仲間を作って指導うけたりする
ちょっとずつ頑張れるようになるが、会社は落ちまくる！70社ほど。畜生

また、この頃のニート同士とたくさん話した経験から
ニートでも、普通の人と何も能力変わらないなと、確信を抱く
皆波乱万丈の人生で。それか、能力がある

また、この頃、ニート向けの就職用の本のあまりの少なさに絶望する

IT会社に営業で就職
2009春～
(27歳～)

70社めにて遂にIT中小に就職！ダメ人間向けの就活について
本やHPの少なさに苦しんだ経験から、ニートのための脱ニートブログを立ち上げる
テーマは「対象はニートだが、前向きに気楽になること」。
愚痴ばかりのニートブログが多かったので

熱意だけで入社。恐ろしくやる気に燃える自分
社長というのは凄く、会社は輝かしく、社会人は立派で、自分は超未熟でダメ人間。
そんなとても初々しい感情をもって、入社する。営業として。
ちなみに営業を狙ったのは、勉強になりそうだから。まだ金持ち父さんの教えを守っている
性格には合わないとは思ったけど、それも勉強だと思った

ニートブログが、徐々に人気でる。
「電話をかけるための」記事とかそういうのも書いてたのが独特
受話器握りしめて1日経過するほど「会話」に怯える心境とか。
俺には分かる。わからない人には、わからない。だから、俺しか書かない

会社のイロハもしらず、書類すらろくに書けない
営業いっても、やり方がわからないが。徐々に仕事を覚えていく
……しかし

IT会社から退職
2009秋～
(27歳～)

残業代未払い。労基無視。朝と夜で変わる命令
無い有給。おそまつな指導。適当な指示。考えなしの体系。露骨なワンマン
入社時の話より減額に次ぐ減額の給料。最低賃金すら切る
そして、それはどこもそうだよと言ってくる。
口ではお客のため、というが、実際は売れれば良いんだよな考え。
……段々、社会に大して輝かしい情熱を失う

営業の成績が出ない＋やる気を失いかけていた所
あちらからさらに減額の話。交通費すら遅延する有様。交通費って。聞いたことない
しまいには、完全歩合の無給提案。
退職を決意するが、自己都合扱いにされる。

労基に泣きつくが「裁判します？自腹で。勝っても赤字ですよ」とか
何の役にも立たないアドバイスを貰う。
また、残業未払い、最低賃金切りも「そんなもんですよ。裁判します？」とスルー
「労基は役立たず」と言われる意味を痛感する。

今思えば、完璧にブラック会社だった。
その頃は気づかなかったが……。まあ、とにかく退社。半年ぐらいか。

再びニート生活
2009秋～
(27歳)

すぐに就職するぞ！みてろよー！なつもりだったが。家にいると何故かやる気でない
明日しよう。明日がんばろう。明日こそ……。そのまま半年以上経過
いつもこれだ……また自己嫌悪

脱ニート方法を語るブログなのに、ニートしてるのも気まずかったので。
ブログに顔出しづらくなり、脱ニートブログも停止。無言で失踪。半年ほど。
この後、何度も何度も失踪する、栄えある第一回である。

なお、この頃
「日本の労働感は狂ってる！俺は海外出て気づいた！
　仕事は楽しむためのものだ。仕事は人生のためにある。
　仕事のための人生じゃない。気づけ！」というサイトに出会い
　労働への価値観を大いに破壊される。あれは俺の人生を変えた そのサイトは今はない

ネットビジネス始動
＋最後の会社員時代
2009～2010
(27～28歳)

ネットビジネスとの出会い
2009冬～

月100万稼げる情報を1万円で貴方に！というのがあるのは知っていた
しかし、当然そんなのに引っかかるほど、僕は馬鹿じゃない。
稼いでるやつは全員嘘。買うやつは馬鹿だと思っていた。怪しいし。

同じニートブログを回っていた時に。週に1～2万も「自分で」稼いでる人を知る
驚愕する。神だと思う。100万は信じないが、1万は信じる。勇気を出して。
「教えてください」とメールする。そしたら「この人から買うと良いよ」と人を紹介される。
その人が最初の師匠。

とはいえ、怪しいと思ってるので。それ一本は嫌だ
もう一つ収入の柱を作ろうと。普通にバイトや仕事を探す

ニートブログと別に「副業を実践して報告するブログ」をたてる
正直、全然信用してないので、大嘘だったらそれを書くつもりで
実践報告形式のブログにした。

しかし、働いても地獄。働かなくても地獄。というニートの根本原因の解決に
一筋の希望の光を確かに見出した

駐車場営業に就職
2010春～

バイトとして、駐車場営業の電話受けに入る

副業の邪魔をしたくないので、絶対に残業がない定時で帰るバイトを選んだ
だが、先のクレーム処理の経験からか
「案内が上手なので、営業に来ないか」と誘われる。
正直体育会系ぽくて嫌だったが、定時に帰れる事を条件に、とりあえず受けてみる
学びもあるかもしれないと思った

結果から言うと完全に失敗。超ブラック
なんと45人の会社なのに、年内退職人数50人。馬鹿か。
創業10年ぐらいあるのに、営業最年長が半年。
でも社長はボロ儲け。典型的な社員使い捨て

売上至上主義だが、労働者には一切還元されない
Win-Winとか言ってるけど、実際には客を騙してでも稼げば正義
いかにお客を騙すかが営業の腕だという。ストレスが倍加

これとは反対に、ネットビジネス……。せどり。古本転売は加速
最初は月＋3万の利益が、次は＋5万＋7万と増えていく
上司もいない。自分のペースで出来る……と楽しくなっていく

会社を退職
2010～夏

会社の雰囲気に耐えれなくなる。表は明るいものの。
「有給なんていらない」「休みも働くのが社会人」「それが普通」
「残業代なんて請求するほうが世間知らず」「労基守ったら日本が成り立たない」

「本音」に全く聞こえない。ネットの世界で出会う人が、本音だらけなのもあり。
気持ち悪くて耐えきれなくなる。退社を決意。3ヶ月でのスピード退社
しかし、3ヶ月でも中堅扱いなのが、この会社の恐ろしい所

転売の利益が、時給1000円を超えて、会社を超えるのが見えたのもある

ここを機に、社会に絶望して見切りをつける
就活時に会ったニートのほうが、よっぽど人格的に優れていた……

ネットビジネス専業時代
2010～
(28歳～

ネットビジネス
2010～
(28歳～)

ニートブログ。それなりに運営。「やる気をだす」「自信をつける」
というテーマで200記事ぐらい書く。結構人気でてきた。
モチベ論について、誰にも負けない自信がつく

副業ブログ。古本転売が順調。日記で赤裸々に書く。
人気は落ちるが、興味津津な人はそれなりにいた模様

この2つを毎日運営してた

ネットビジネス生活
2010夏～

転売で、半年で月20万の大台に突入

9ヶ月経過。せどりに加え、アフィ、PPCとやろうとする
結果、パンク。あまりの作業量の多さに、現実逃避する

二回目のブログ失踪。半年間に及ぶ
しかし、月5万ぐらいはブログから、せどり商材うった金が入ってきてた
そんなファンがいるブログを放置

半年の間、苦しむも、6年のニート経験を生かして。
なんとか半年程度で復帰してくる。成長したなあ
読者にごめんなさいする。

2012～
アフィ転換期

アフィリエイトの成果がどんどん伸びてくる
どうやら文章に才能があるらしい。勉強もしまくる。楽しい
人に教える才能もあるようで、とてもわかり易いと言ってくれる
ある月に、アフィで18万稼いだのを皮切りに、月30万、80万とのび。
10万や20万にさがったりもするが。
最終的に月150万を突破する

入った頃は「月100万なんて、詐欺だろ。騙される馬鹿いるのか」
と思って「月8万円？マジかよ！教えて！」ってなってたが。見事100万いってしまった
新規にPRすると思うと、複雑な気分だ

ネットビジネス突入して、実に2年。長いとみるか、短いと見るか

失踪時代

ココらへんから活動が急激にクールダウン
なんかやる気が全然起きなくなる……
そして、何度も失踪する

6年ぐらい、まともにメルマガ発行してない

半年に一回とかに、思い出したように復帰する

人間分析はでもココらへんからハマってる
特に四観の原型は、この時代

ピースフールズとの出会い
～復活
2017夏～2018年明け


